
半田市告示第１４７号 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第７４条第１項の規定に基づき、平成２９年

１０月１９日に半田市立半田病院の移転新築予定地を問う住民投票条例の制定請求があ

り、同日受理したので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第９８条第１項

の規定に基づき、条例制定請求代表者の住所、氏名及び請求の要旨を次のとおり告示す

る。 

 

  平成２９年１０月２４日 

半田市長 榊 原 純 夫  

 

１ 半田市条例制定請求代表者の住所及び氏名 

半田市栄町２丁目１６番地 

浅野 麻里奈 

   半田市白山町１丁目５３番地の１ ライオンズヒルズ半田白山町弐番館１０５号 

上原 大輔 

   半田市白山町３丁目５５番地 マンサール白山４０１ 

   村井 雅彦 

 

２ 請求の要旨 

 現在、老朽化により建て替えが予定されている半田病院の移転先である半田市職員駐

車場は、ハザードマップや伊勢湾台風、昭和東南海地震の被害状況から鑑みれば、災害

拠点病院の立地として相応しい場所とは考えられません。 

 半田病院は、知多半島で唯一の救命救急センターを有する中核災害拠点病院です。発

災時に半田病院が果たすべき役割は非常に重く、現段階において代替する病院施設はあ

りません。 

 「新しい半田病院は、近い将来に予想されています大災害時に、しっかりと機能でき、

半島全体の人々の命を守ることに寄与できる知多半島中央、知多半島道路のインター近

辺に新築していただきたい。」これは、平成２６年３月に、半田市医師会理事会より、

原市長宛てに提出された要望書の文言です。 



 半田病院の建設場所については、第３、４回半田病院あり方検討委員会において、検

討、決定がなされましたが、その会議は市民に非公開で行われました。同委員会が行っ

た市民アンケートの結果では、立地条件として最も重視する点として、「災害時にも機能

できる場所」が最も多く寄せられた意見でした。 

 その後、平成２９年３月の市議会定例会における「病院建設について市長選挙で信を

問う」という市長の発言の通り、半田病院の建て替え問題が争点となった半田市長選挙

が行われました。その結果は、職員駐車場への移転を訴える 原純夫氏が当選されまし

たが、半田病院の高台移転を訴えた２候補者の得票数が、 原純夫氏の得票数を上回っ

ておりました。これをうけて、半田病院建設予定地の見直しを求める陳情と請願が半田

市議会に対して提出されましたが、市長選挙の票数をもって病院の高台移転が民意だと

はいえない等という理由で不採択となりました。 

 病院建設に対する民意を確認し、反映させるためには、住民投票の結果をもとに判断

を行うことが最も民主的な手法と考えられます。 

 「半田市立半田病院の移転新築予定地を問う」ために、標記の条例を制定することを

請求いたします。 


